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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 211,814 0.9 6,584 53.8 7,168 48.9 5,551 58.5

2025年３月期 209,837 △10.4 4,281 8.9 4,815 7.9 3,503 5.3

（注）包括利益 2026年３月期 8,481百万円 （160.1％） 2025年３月期 3,260百万円 （△39.8％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2026年３月期 190.59 － 7.9 6.8 3.1

2025年３月期 118.49 － 5.3 4.7 2.0

（参考）持分法投資損益 2026年３月期 262百万円 2025年３月期 165百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2026年３月期 108,935 72,824 66.8 2,534.26
2025年３月期 101,582 67,517 66.4 2,279.95

（参考）自己資本 2026年３月期 72,723百万円 2025年３月期 67,420百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2026年３月期 7,193 △3,632 △3,670 11,831

2025年３月期 11,992 △3,830 772 11,942

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 － 25.00 － 27.00 52.00 1,537 43.9 2.3

2026年３月期 － 30.00 － 35.00 65.00 1,878 34.1 2.7

2027年３月期
(予想)

－ 38.00 － 38.00 76.00 31.6

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 221,000 4.3 5,900 △10.4 6,200 △13.5 6,900 24.3 240.45

１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）当社は、年次での業務管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略しておりま
す。詳細は、添付資料４ページ「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期 30,371,908株 2025年３月期 30,371,908株

②  期末自己株式数 2026年３月期 1,675,635株 2025年３月期 800,942株

③  期中平均株式数 2026年３月期 29,129,253株 2025年３月期 29,568,353株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2026年３月期 205,712 0.8 5,871 64.6 6,287 58.3 4,931 67.4
2025年３月期 204,136 △5.7 3,567 1.8 3,972 0.6 2,945 △2.1

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2026年３月期 169.30 －
2025年３月期 99.62 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2026年３月期 103,896 66,289 63.8 2,310.04

2025年３月期 97,620 61,738 63.2 2,087.80

（参考）自己資本 2026年３月期 66,289百万円 2025年３月期 61,738百万円

※  注記事項
（１）期中における連結範囲の重要な変更：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
　2026年３月期の個別業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た
っての注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法）

当社は、2026年５月７日（木）に決算説明の動画を配信する予定です。この決算説明で使用する資料については
同時に当社ホームページに掲載する予定です。
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2025年３月期

（百万円）

2026年３月期

（百万円）

増減額

（百万円）

増減率

（％）

売上高 209,837 211,814 1,977 0.9

飼料 191,390 191,181 △ 208 △ 0.1

その他 18,447 20,633  2,186 11.9

営業利益 4,281 6,584 2,302  53.8

経常利益 4,815 7,168  2,353  48.9

セグメント利益 4,986 7,661  2,674  53.6

飼料 3,958 6,486 2,528  63.9

その他 1,405 1,214 △ 191 △ 13.6

調整額 △ 377 △ 39 337 －

親会社株主に帰属する当期純利益 3,503 5,551 2,048  58.5

１．経営成績等の概況

(1) 当期の経営成績の概況

当連結会計年度の業績は以下のとおりで、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益において、３期

連続の増益を達成しました。また、すべての利益において６期ぶりに過去最高を更新しました。

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境や企業収益の改善などにより、景気は緩やかな回復基調に

あります。一方で、米国の関税政策や物価上昇の継続による景気の下押しリスク、米国とイスラエルのイラン攻撃に

端を発した中東情勢の緊迫化や日中関係悪化の影響などが懸念され、依然として先行きは不透明な状況が続いており

ます。

飼料業界の原料情勢は、前期から下落基調にあった主原料のとうもろこし価格が夏以降上昇に転じ、また、安定的

に推移していた外国為替相場も秋以降急速に円安が進行しました。これを受け、当社は４月以降３四半期連続で値下

げした配合飼料価格を１月に値上げしました。一方、飼料メーカーが負担する飼料価格安定基金負担金単価は依然と

して高い水準にあり、厳しい事業環境は続いております。

このような状況のなか、当社グループは持続的な成長を実現するため、2025年３月期を初年度とする「中期経営計

画2024」を策定し、飼料セグメントの規模拡大と収益力向上、その他セグメントの事業成長の加速、成長する収益基

盤を支えるサステナビリティ経営の推進の３つの基本戦略を推進してまいりました。

その結果、当連結会計年度の業績は、売上高2,118億14百万円（前期比0.9％増加）、営業利益65億84百万円（前期

比53.8％増加）、経常利益71億68百万円（前期比48.9％増加）、親会社株主に帰属する当期純利益55億51百万円（前期

比58.5％増加）となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（飼料）

売上高は、前期比で畜産飼料販売量が増加したものの、平均販売価格が下落したことなどから、前期比0.1％減少

の1,911億81百万円となりました。セグメント利益は、前期比63.9％増加の64億86百万円となりました。畜産飼料事

業は、人件費、修繕消耗品費、運賃及び飼料価格安定基金負担金等の増加があったものの、養鶏用飼料や養豚用飼料

の拡販による販売量増加、原料ポジション改善による利益率向上などにより、増益となりました。また、水産飼料事

業は、前期比で販売量が増加したことや、原料相場の下落と配合設計を見直した製品の投入による利益率向上、水産

物価格の上昇などにより、増益となりました。

（その他）

売上高は、前期比11.9％増加の206億33百万円、セグメント利益は、前期比13.6％減少の12億14百万円となりまし

た。鶏卵販売は、主力の「ごまたまご」を中心に特殊卵の販売強化が奏功して販売量が増加し、増益となりました。

また肥料は、堆肥使用の有機入り配合肥料がけん引して販売量が増加したことに加え、原価低減の取組みにより利益

率が上昇し、増益となりました。一方、畜産用機器は、販売台数が増加したものの、利益率が低下し、減益となりま

した。
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(2) 当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ73億53百万円増加の1,089億35百万円となりまし

た。主な増減は、売掛金の増加12億16百万円、原材料及び貯蔵品の増加８億12百万円、有形固定資産の増加14億31百

万円、投資有価証券の増加36億76百万円であります。

（負債）

当連結会計年度末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ20億46百万円増加の361億11百万円となりまし

た。主な増減は、買掛金の増加４億65百万円、短期借入金（１年内返済予定の長期借入金含む）の増加５億20百万

円、繰延税金負債の増加13億88百万円、長期借入金の減少９億57百万円であります。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ53億６百万円増加の728億24百万円となりまし

た。主な増減は、利益剰余金の増加38億79百万円、その他有価証券評価差額金の増加25億89百万円、自己株式の増加

14億86百万円であります。純資産の増加率が総資産の増加率を上回った結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比

べ0.4ポイント上昇の66.8％となりました。

(3) 当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、118億31百万円となりました。当連結

会計年度における資金の減少は１億11百万円でありました。

各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、獲得した資金は71億93百万円（前期比47億98百万円減少）となりました。主な資金獲得の要因

は、税金等調整前当期純利益76億61百万円、減価償却費30億32百万円、仕入債務の増加９億５百万円であります。一

方、主な資金使用の要因は、棚卸資産の増加13億８百万円、法人税等の支払額16億45百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は36億32百万円（前期比１億98百万円減少）となりました。主な資金使用の要因

は、固定資産の取得による支出43億44百万円であります。一方、主な資金獲得の要因は、有価証券の売却による収入

６億２百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は36億70百万円（前期は７億72百万円の資金獲得）となりました。主な資金使用の

要因は、借入金の純減４億37百万円、自己株式の取得による支出15億円、配当金の支払額16億69百万円であります。
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(4) 今後の見通し

次期につきましては、中東情勢の緊迫化によるエネルギーコストの増加や物価上昇に伴うコストの増加、積極的な

設備投資による減価償却費の増加、高水準の飼料価格安定基金負担金の継続などが見込まれます。こうした状況のな

か、当社はお客様への飼料の安定供給責任を万全に果たすことを使命とし、以下の基本戦略を着実に実行すること

で、より強い収益基盤を構築してまいります。

また、2026年１月30日付けで公表の「固定資産の譲渡および特別利益の計上に関するお知らせ」のとおり、横浜市

の物流倉庫賃貸物件を売却し、固定資産売却益31億円を特別利益に計上するため、親会社株主に帰属する当期純利益

は前期比で大幅に増加する見込みであります。

① 飼料セグメントの規模拡大と収益力向上

大型投資を行った養豚・養牛・水産研究施設を活用した製品力の向上（新製品の開発及び既存製品のブラッシュア

ップ）や積極的かつ迅速な提案行動の強化により、飼料の拡販を図ります。また、環境に配慮した飼料の開発・販売

などによる差別化飼料比率の向上、魚粉比率を低減した水産飼料の拡販、製品ラインアップの刷新により、収益力の

向上を図ります。さらに、ROICツリーを活用して経営課題を各部門の現場に落とし込んで対処し、収益性の向上を図

ってまいります。

② その他セグメントの事業成長の加速

鶏卵の安定供給の取組み強化や高価格帯商品の販売強化、堆肥使用の有機入り配合肥料の販売強化、海外市場への

販売強化や新商材の大型畜産用機器の拡販などにより、各事業の成長を加速させます。

③ 成長する収益基盤を支えるサステナビリティ経営の推進

引き続きESGの取組みを推進し、温室効果ガスの削減、人的資本への積極的な投資、取締役会やリスクマネジメン

トの実効性向上などを通じて収益基盤を支えます。

以上の取組みにより、次期の業績については、売上高2,210億円（前期比4.3％増加）、営業利益59億円（前期比

10.4％減少）、経常利益62億円（前期比13.5％減少）、親会社株主に帰属する当期純利益69億円（前期比24.3％増

加）、ROE 9.2％（前期比1.3ポイント増加）を見込んでおります。

（注）業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成

を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。

(5) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営政策の一つと考え、安定配当を維持向上させることを基本に考えて

おります。持続的な成長を支える成長投資や設備投資、内部留保とのバランスをとり、純資産配当率（DOE）の段階

的な引き上げを実施し、「中期経営計画2024」の最終年度である2027年３月期にDOE３％以上を目指します。また、株

価水準や財務状況等を勘案して自己株式の取得をより機動的かつ積極的に実施することで、資本効率の改善と株主の

皆様への還元を図ります。

この基本方針に基づき、当期末の配当につきましては、５円増配の１株当たり35円とし、先に実施しました中間配

当（１株当たり30円）と合わせて、年65円の配当（DOEは2.7％）を予定しております。

次期の配当につきましては、DOE３％を目安として１株につき年76円（中間38円、期末38円）を予定しておりま

す。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの業務は、現在のところ日本国内を中心に展開しております。したがって、連結財務諸表の期間比較

可能性及び企業間比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務諸表を作成する方針であります。

なお、IFRSの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,942 11,831

受取手形 7,207 6,602

売掛金 31,750 32,966

商品及び製品 2,417 2,863

仕掛品 547 600

原材料及び貯蔵品 8,043 8,856

その他 4,576 4,357

貸倒引当金 △326 △101

流動資産合計 66,157 67,977

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 27,069 28,131

減価償却累計額 △16,905 △17,611

減損損失累計額 △19 △19

建物及び構築物（純額） 10,144 10,499

機械装置及び運搬具 49,717 51,407

減価償却累計額 △43,069 △44,575

減損損失累計額 △8 －

機械装置及び運搬具（純額） 6,639 6,832

工具、器具及び備品 4,607 4,333

減価償却累計額 △3,394 △3,025

工具、器具及び備品（純額） 1,212 1,308

土地 6,654 6,867

リース資産 69 110

減価償却累計額 △2 △15

リース資産（純額） 67 95

建設仮勘定 1,042 1,587

有形固定資産合計 25,759 27,190

無形固定資産 381 334

投資その他の資産

投資有価証券 6,943 10,620

繰延税金資産 68 56

退職給付に係る資産 608 953

その他 2,731 2,853

貸倒引当金 △1,069 △1,050

投資その他の資産合計 9,283 13,433

固定資産合計 35,424 40,958

資産合計 101,582 108,935

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 15,240 15,706

短期借入金 1,300 1,500

１年内返済予定の長期借入金 2,207 2,527

リース債務 40 13

未払費用 1,671 1,867

未払法人税等 960 1,350

賞与引当金 419 436

役員賞与引当金 63 71

その他 1,456 1,539

流動負債合計 23,361 25,012

固定負債

長期借入金 6,306 5,348

リース債務 27 51

繰延税金負債 872 2,261

退職給付に係る負債 477 431

資産除去債務 72 96

その他 2,948 2,908

固定負債合計 10,703 11,098

負債合計 34,064 36,111

純資産の部

株主資本

資本金 4,736 4,736

資本剰余金 4,319 4,318

利益剰余金 56,197 60,077

自己株式 △938 △2,425

株主資本合計 64,315 66,706

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,631 5,220

繰延ヘッジ損益 △43 147

為替換算調整勘定 137 145

退職給付に係る調整累計額 379 503

その他の包括利益累計額合計 3,105 6,016

非支配株主持分 97 100

純資産合計 67,517 72,824

負債純資産合計 101,582 108,935
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当連結会計年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

売上高 209,837 211,814

売上原価 191,246 190,049

売上総利益 18,591 21,765

販売費及び一般管理費 14,309 15,181

営業利益 4,281 6,584

営業外収益

受取利息 11 16

受取配当金 229 255

持分法による投資利益 165 262

受取賃貸料 34 23

その他 139 94

営業外収益合計 581 651

営業外費用

支払利息 43 58

その他 5 8

営業外費用合計 48 66

経常利益 4,815 7,168

特別利益

固定資産売却益 8 8

投資有価証券売却益 363 516

補助金収入 － 91

特別利益合計 372 616

特別損失

固定資産除売却損 2 31

投資有価証券売却損 － 0

投資有価証券評価損 1 0

ゴルフ会員権評価損 － 0

固定資産圧縮損 － 91

事業譲渡損 196 －

特別損失合計 201 123

税金等調整前当期純利益 4,986 7,661

法人税、住民税及び事業税 1,456 2,008

法人税等調整額 29 84

法人税等合計 1,485 2,093

当期純利益 3,501 5,567

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に帰属

する当期純損失（△）
△1 15

親会社株主に帰属する当期純利益 3,503 5,551

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

- 7 -

中部飼料㈱ (2053) 2026年３月期 決算短信　　　    



（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当連結会計年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

当期純利益 3,501 5,567

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △429 2,589

繰延ヘッジ損益 △133 190

為替換算調整勘定 32 13

退職給付に係る調整額 264 123

持分法適用会社に対する持分相当額 25 △3

その他の包括利益合計 △240 2,913

包括利益 3,260 8,481

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 3,257 8,463

非支配株主に係る包括利益 3 18

（連結包括利益計算書）
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(単位:百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,736 4,317 54,113 △949 62,217

当期変動額

剰余金の配当 △1,419 △1,419

親会社株主に帰属する当期
純利益

3,503 3,503

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 －

譲渡制限付株式報酬 2 11 14

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － 2 2,084 11 2,097

当期末残高 4,736 4,319 56,197 △938 64,315

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証
券評価差額金

繰延ヘッジ損益
為替換算調整
勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 3,061 89 84 115 3,351 93 65,662

当期変動額

剰余金の配当 △1,419

親会社株主に帰属する当期
純利益

3,503

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 －

譲渡制限付株式報酬 14

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△429 △133 52 264 △246 3 △242

当期変動額合計 △429 △133 52 264 △246 3 1,854

当期末残高 2,631 △43 137 379 3,105 97 67,517

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）
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(単位:百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,736 4,319 56,197 △938 64,315

当期変動額

剰余金の配当 △1,672 △1,672

親会社株主に帰属する当期
純利益

5,551 5,551

自己株式の取得 △1,500 △1,500

譲渡制限付株式報酬 △1 14 13

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － △1 3,879 △1,486 2,391

当期末残高 4,736 4,318 60,077 △2,425 66,706

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証
券評価差額金

繰延ヘッジ損益
為替換算調整
勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 2,631 △43 137 379 3,105 97 67,517

当期変動額

剰余金の配当 △1,672

親会社株主に帰属する当期
純利益

5,551

自己株式の取得 △1,500

譲渡制限付株式報酬 13

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

2,589 190 8 123 2,911 3 2,914

当期変動額合計 2,589 190 8 123 2,911 3 5,306

当期末残高 5,220 147 145 503 6,016 100 72,824

当連結会計年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当連結会計年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 4,986 7,661

減価償却費 2,971 3,032

賞与引当金の増減額（△は減少） 24 16

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △8 8

貸倒引当金の増減額（△は減少） △104 △244

退職給付に係る資産及び負債の増減額 △60 △210

受取利息及び受取配当金 △241 △272

支払利息 43 58

為替差損益（△は益） △6 4

持分法による投資損益（△は益） △165 △262

投資有価証券売却損益（△は益） △363 △515

投資有価証券評価損益（△は益） 1 0

ゴルフ会員権評価損 － 0

事業譲渡損益（△は益） 196 －

固定資産除売却損益（△は益） △5 22

固定資産圧縮損 － 91

補助金収入 － △91

売上債権の増減額（△は増加） 6,938 △163

棚卸資産の増減額（△は増加） 2,562 △1,308

仕入債務の増減額（△は減少） △6,709 905

その他 3,001 △250

小計 13,058 8,481

利息及び配当金の受取額 243 272

持分法適用会社からの配当金の受取額 121 137

利息の支払額 △42 △52

法人税等の支払額 △1,389 △1,645

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,992 7,193

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △0 △0

有価証券の売却による収入 468 602

固定資産の取得による支出 △4,372 △4,344

固定資産の売却による収入 162 33

貸付けによる支出 △661 △1,029

貸付金の回収による収入 878 1,053

補助金の受取額 － 91

その他の支出 △404 △43

その他の収入 98 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,830 △3,632

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当連結会計年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △500 200

長期借入れによる収入 4,700 1,800

長期借入金の返済による支出 △2,006 △2,437

リース債務の返済による支出 △1 △48

自己株式の取得による支出 △0 △1,500

配当金の支払額 △1,418 △1,669

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得によ

る支出
－ △14

財務活動によるキャッシュ・フロー 772 △3,670

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 8,936 △111

現金及び現金同等物の期首残高 3,006 11,942

現金及び現金同等物の期末残高 11,942 11,831
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、製品及び販売市場の類似性に基づいて事業部門を置き、各事業部門で包括的な戦略を立案し、事業

活動を展開しております。

したがって、当社は、事業部門を基礎とした製品・販売市場別のセグメントから構成されており、「飼料」

を報告セグメントとしております。

「飼料」は、畜産飼料等を製造販売しております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方針に

準拠した方法であります。

セグメント間の内部売上高及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

連結
財務諸表
計上額
（注）３

飼料 計

売上高

外部顧客への

売上高
191,390 191,390 18,447 209,837 － 209,837

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － 17 17 △17 －

計 191,390 191,390 18,465 209,855 △17 209,837

セグメント利益 3,958 3,958 1,405 5,364 △377 4,986

セグメント資産 77,695 77,695 11,606 89,302 12,280 101,582

その他の項目

減価償却費 2,855 2,855 77 2,933 38 2,971

受取利息 － － － － 11 11

支払利息 － － － － 43 43

持分法投資利益 165 165 － 165 － 165

特別利益 8 8 0 8 363 372

特別損失 2 2 0 2 198 201

持分法適用会社へ

の投資額
599 599 － 599 － 599

有形固定資産及び

無形固定資産の

増加額

3,804 3,804 330 4,134 8 4,142

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自  2024年４月１日  至  2025年３月31日）

（注）１. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、畜産用機器、鶏卵販売等

を含んでおります。

２. 調整額は、以下のとおりであります。

（1）セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,457百万円、金融

収支1,056百万円、投資有価証券売却益363百万円、事業譲渡損△196百万円が含まれております。

（2）セグメント資産の調整額は、全社資産15,719百万円、セグメント間取引消去△3,439百万円であり

ます。

３. セグメント利益は、連結財務諸表の税金等調整前当期純利益と調整を行っております。

４. セグメント負債については、経営資源の配分の決定及び業績を評価するための検討対象とはなってい

ないため記載しておりません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

連結
財務諸表
計上額
（注）３

飼料 計

売上高

外部顧客への

売上高
191,181 191,181 20,633 211,814 － 211,814

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － 34 34 △34 －

計 191,181 191,181 20,667 211,848 △34 211,814

セグメント利益 6,486 6,486 1,214 7,700 △39 7,661

セグメント資産 82,882 82,882 12,408 95,291 13,644 108,935

その他の項目

減価償却費 2,901 2,901 95 2,996 35 3,032

受取利息 － － － － 16 16

支払利息 － － － － 58 58

持分法投資利益 262 262 － 262 － 262

特別利益 99 99 0 99 516 616

特別損失 117 117 5 122 1 123

持分法適用会社へ

の投資額
719 719 － 719 － 719

有形固定資産及び

無形固定資産の

増加額

3,156 3,156 394 3,551 914 4,465

当連結会計年度（自  2025年４月１日  至  2026年３月31日）

（注）１. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、畜産用機器、鶏卵販売等

を含んでおります。

２. 調整額は、以下のとおりであります。

（1）セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,530百万円、金融

収支1,146百万円、投資有価証券売却益516百万円が含まれております。

（2）セグメント資産の調整額は、全社資産16,583百万円、セグメント間取引消去△2,939百万円であり

ます。

３. セグメント利益は、連結財務諸表の税金等調整前当期純利益と調整を行っております。

４. セグメント負債については、経営資源の配分の決定及び業績を評価するための検討対象とはなってい

ないため記載しておりません。
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前連結会計年度
（自  2024年４月１日

至  2025年３月31日）

当連結会計年度
（自  2025年４月１日

至  2026年３月31日）

１株当たり純資産額 2,279円95銭 2,534円26銭

１株当たり当期純利益 118円49銭 190円59銭

前連結会計年度
（自　2024年４月１日

至　2025年３月31日）

当連結会計年度
（自　2025年４月１日

至　2026年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
3,503 5,551

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益（百万円）
3,503 5,551

普通株式の期中平均株式数（株） 29,568,353 29,129,253

（１株当たり情報の注記）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象の注記）

（固定資産の譲渡）

当社は、2026年１月30日付の取締役会において、下記のとおり、固定資産の譲渡について決議しました。

１．譲渡の理由

経営資源の有効活用及び資産効率の向上を図るため。

２．譲渡先の概要

譲渡の相手先につきましては、国内の事業法人でありますが、相手先との取り決めにより公表を控えさせていた

だきます。なお、相手先と当社との間には、記載すべき資本関係、人的関係及び取引関係はありません。また、相

手先は当社の関連当事者には該当しません。

３．譲渡資産の内容

土地及び建物等（神奈川県横浜市）

４．譲渡の時期

2026年４月30日

５．業績に与える影響額

当該固定資産の譲渡に伴い、2027年３月期第１四半期連結会計期間において固定資産売却益31億円を特別利益に

計上する予定であります。
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